
第2415号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2023年2月1日（2）

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

1
月
13
日
、
首
都
圏
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
訴
訟
東
京
3
陣
第
12
回
期

日
が
東
京
地
裁
1
0
3
号
法
廷
で

開
廷
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
原
告
弁
護
団
の
長

谷
川
悠
美
弁
護
士
が
意
見
陳
述
を

行
な
い
ま
し
た
。
2
0
2
1
年
の

最
高
裁
判
決
で
は
、
屋
外
作
業
に

従
事
す
る
者
の
ば
く
露
の
危
険
性

に
つ
い
て
2
0
0
4
年
9
月
末
ま

で
国
や
建
材
企
業
が
予
見
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
不
当
な
判
決
が
下

さ
れ
ま
し
た
が
、
長
谷
川
弁
護
士

は
1
9
8
7
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
」で
放
映
さ
れ
た『
検

証
・
石
綿
汚
染
』
を
「
新
証
拠
」

と
し
て
示
し
、
1
9
8
0
年
代
後

半
に
は
国
・
建
材
企
業
は
ア
ス
ベ

ス
ト
ば
く
露
の
危
険
性
を
認
識
で

き
た
と
い
う
内
容
の
陳
述
を
行
な

い
ま
し
た
。

開
廷
に
先
立
ち
、
地
裁
前
で
集

会
を
行
な
い
、
原
告
・
弁
護
団
を

激
励
し
た
統
一
本
部
に
結
集
す
る

東
京
都
連
、
千
葉
土
建
、
埼
玉
土

建
の
仲
間
は
集
会
終
了
後
、
国
会

議
員
会
館
に
場
所
を
移
し
報
告
集

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
裁
判
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
原
告
弁
護
団
の
宗

み
な
え
弁
護
士
が
説
明
し
た
後
、

清
水
謙
一
全
国
連
絡
会
事
務
局
長

が
行
動
提
起
。
①
建
材
企
業
へ
の

大
宣
伝
行
動
（
チ
ラ
シ
1
5
0
万

枚
）
に
取
り
組
む
こ
と
、
②
請
願

署
名
を
積
み
上
げ
、
署
名
の
紹
介

者
に
な
る
国
会
議
員
の
獲
得
を
す

す
め
る
こ
と
、
③
地
元
自
治
体
に

「
国
へ
の
意
見
書
採
択
」
を
す
す

め
る
こ
と
、な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、参
加
者
は
早
速
、

衆
議
院
議
員
会
館
を
回
り
、
要
請

を
実
施
し
ま
し
た
。

巻頭論文は、前
参議院議員でもあ
る大門実紀史さ
ん。異常円安と物
価・原材料高がく
らしと中小企業、
建設業を直撃する
なかで、その根本
原因を明らかに
し、賃上げ、消費
税減税などの打開
の方向性を明らか
にします。
特集の一つは、
インボイス中止を
求める運動の成
果、フリーランス
の人たちが立ち上
がるなどかつてな
い規模で広がって

いること、今後の
たたかいの方など
を取り上げまし
た。ぜひお読みく
ださい。
「ひろば」のご
購読は、所属の各
支部までお問合せ
下さい。

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
1
月
20
日
、
支
部
会
館
で

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
含
め
49

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

原
田
あ
き
ら
都
議
の
司
会
で
、

講
師
に
東
京
南
部
会
計
の
佐
伯
和

雅
、
佐
々
木
淳
一
税
理
士
を
講
師

に
、
ま
ず
消
費
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
仕
組
み
を
学
習
。
随
時
質

問
を
は
さ
み
、
最
後
の
20
分
程
度

は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
に
。

両
税
理
士
か
ら
は
、
①
消
費
税

は
名
前
か
ら
し
て
ダ
マ
シ
…
実
際

は
売
上
税
。
消
費
者
が
負
担
す
る

義
務
も
な
い
。
②
益
税
は
実
際
に

は
ほ
ぼ
な
い
…
価
格
の
一
部
に
す

ぎ
な
い
。
税
務
署
も「
預
り
金
的
」

と
ぼ
か
し
た
言
い
方
③
イ
ン
ボ
イ

ス
は
15
％
と
か
20
％
と
か
大
増
税

の
布
石
…
「
益
税
」
論
の
余
地
を

な
く
し
不
満
を
そ
ら
す
。
複
数
税

率
で
国
民
運
動
の
分
断
も
。
④
イ

ン
ボ
イ
ス
中
止
の
可
能
性
は
充
分

あ
る
。
登
録
は
見
合
わ
せ
て
…
6

年
前
に
国
会
で
決
め
た
の
に
ま
だ

ま
だ
登
録
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
自

民
党
内
で
も
慎
重
意
見
あ
り
、
取

っ
て
付
け
た
よ

う
な
激
変
緩
和

措
置
も
、
当
局

の
焦
り
が
見
え

る
…
な
ど
の
点

を
途
中
で
質
問

に
答
え
つ
つ
説

明
し
ま
し
た
。

ま
た
中
止
に

は
「
登
録
が
進

ま
な
い
こ
と
」

が
大
切
で
、
一

度
登
録
し
て
も

取
り
消
せ
る

（
イ
ン
ボ
イ
ス

の
登
録
番
号
は

法
人
は
法
人
番

号
に
Ｐ
が
つ
く
だ
け
、
個
人
は
再

取
得
で
番
号
が
変
わ
る
か
も
知
れ

な
い
か
ら
ち
ょ
っ
と
難
し
い
）
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、
登
録
は
ま
だ

待
っ
て
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
が
か
り
行
動

安
保
３
文
書
は

共
存
共
栄
の
脅
威

収
束
し
な
い
コ
ロ
ナ
感
染
、
連

続
す
る
物
価
高
騰
で
苦
し
む
国
民

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
大
軍
拡
に

よ
る
社
会
保
障
の
切
り
上
げ
、
増

税
を
含
む
2
0
2
3
年
度
予
算
案

も
審
議
さ
れ
る
第
2
1
1
回
通
常

国
会
を
4
日
後
に
控
え
た
1
月
19

日
、
国
会
議
員
会
館
前
で
月
例
の

「
戦
争
さ
せ
な
い
、
憲
法
守
れ
」

の
総
が
か
り
行
動
が
行
な
わ
れ
、

1
0
0
0
人（
東
京
土
建
は
27
人
）

の
市
民
が
結
集
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
1
0
0
0
人
委
員

会
」
の
藤
本
泰
成
さ
ん
が
あ
い
さ

つ
。
岸
田
内
閣
は
閣
議
決
定
し
た

安
保
3
文
書
で
周
辺
諸
国
を
自
国

の
脅
威
と
の
の
し
り
、
専
守
防
衛

か
ら
ア
メ
リ
カ
と
共
同
し
て
攻
撃

能
力
を
保
有
す
る
と
い
う
考
え
を

示
し
た
が
、
そ
れ
は
繁
栄
と
共
存

共
栄
の
国
際
的
環
境
を
創
り
出
す

こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
と
批
判

し
、
反
戦
、
護
憲
の
声
を
上
げ
続

け
よ
う
、
と
訴
え
ま
し
た

立
憲
野
党
か
ら
は
、
福
島
瑞
穂

（
社
民
）
、
田
村
智
子
（
共
産
）
、

石
川
大
我
（
立
民
）
の
議
員
が
連

帯
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま
し

た
。ま

た
、市
民
か
ら
の
発
言
で
は
、

「
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
止
め
よ

う
」
、
「
女
性
に
よ
る
女
性
の
た

め
の
相
談
会
」
の
2
つ
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

（125号 1／30発行）

品
川
支
部
組
合
員
の
中
野
健

太
郎
さ
ん
に
対
す
る
不
当
な
取

り
調
べ
事
件
に
お
け
る
、
東
京

高
裁
に
よ
る
『
不
当
判
決
（
※

逆
転
敗
訴
）
』
に
対
し
、
判
決

を
不
服
と
し
た
中
野
さ
ん
は
最

高
裁
へ
上
告
し
ま
し
た
。
1
月

15
日
の
中
執
で
訴
え
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
、
当
初
よ
り
「
個

人
的
な
問
題
と
し
て
で
は
な

く
、
建
設
業
者
に
対
す
る
軽
蔑

や
偏
見
を
な
く
し
、
若
い
人
た

ち
が
入
職
し
て
く
る

誇
り
あ
る
建
設
業
界

に
し
た
い
」
と
の
気

持
ち
で
、
裁
判
を
闘

っ
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
同
じ
建

設
業
で
働
く
仲
間
と
し
て
、「
建

設
業
者
へ
の
偏
見
・
差
別
・
軽

蔑
を
な
く
す
た
め
」、ぜ
ひ
『
支

援
カ
ン
パ
』
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

東
京
土
建
品
川
支
部

委
員
長

小
林
紀
久
夫

役
員
・
書
記
局
一
同

【
振
込
口
座
】
中
央
労
働
金
庫

大
井
支
店
・
普
通
4
9
3
7
5

8
7
、
東
京
土
建
一
般
労
働
組

合
品
川
支
部
・
一
般
会
計
・
執

行
委
員
長
・
小
林
紀
久
夫

【
事
件
の
概
要
】

平
成
31
年

2
月
4
日
、

午
後
10
時

頃
、
中
野
さ

ん
が
、
漏
水

事
故
対
応
の
た
め
出
動
し
た
帰

り
に
作
業
車
内
で
休
憩
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
中
野
警
察
署
員

よ
り
職
務
質
問
を
さ
れ
、
車
内

か
ら
工
具
を
発
見
し
た
警
察
官

が
、
「
凶
器
を
持
っ
て
い
た
」

と
し
て
、
『
銃
刀
法
違
反
』
ま

た
は
『
軽
犯
罪
法
違
反
』
の
容

疑
で
、
中
野
署
に
連
行
し
ま
し

た
。
中
野
さ
ん
は
仕
事
で
使
用

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
、
上
司
や
警
察
庁
に
問
い
合

わ
せ
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た

が
、
中
野
警
察
署
員
は
身
柄
を

拘
束
し
ま
し
た
。

取
調
べ
で
は
中
野
さ
ん
に
対

し「
社
長
が
こ
ん
な
夜
遅
く
、こ

ん
な
汚
い
作
業
服
を
き
て
現
場

に
行
く
訳
が
な
い
。
社
長
を
名

乗
っ
て
い
る
が
、
会
社
を
ク
ビ

に
さ
れ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
か
何
か

に
違
い
な
い
。
こ
れ
だ
か
ら
建

設
業
の
人
間
は
ロ
ク
な
も
ん
じ

ゃ
ね
え
ん
だ
よ
！
最
低
な
人
間

な
ん
だ
よ
！
」
と
暴
言
を
吐
く

な
ど
、
建
設
従
事
者
へ
の
偏
見

か
ら
見
下
し
て
犯
罪
者
と
決
め

つ
け
、
逮
捕
令
状
な
し
に
工
具

を
押
収
す
る
な
ど
、
数
々
の
違

法
行
為
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
３
陣
で
も「
新
証
拠
」提
示

講師の熱弁に聞き入る参加者

アスベスト

取
り
組
も
う
大
宣
伝
行
動

取
り
組
も
う
大
宣
伝
行
動

地裁前でシュプレヒコールをする原告ら

イ
ン
ボ
イ
ス
シ
ン
ポ
開
催

杉並

「
登
録
ま
だ
待
っ
て
」

日本経済の再生と建設産業
元東京土建書記長 大門実紀史さん

中
野
さ
ん（
品
川
）裁
判
闘
争

『
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
１２５
号
』の
ご
案
内

『
建
設
労
働
の
ひ
ろ
ば
１２５
号
』の
ご
案
内

支
援
カ
ン
パ
の
お
願
い

支
援
カ
ン
パ
の
お
願
い

中野さん

巻頭論文

求

人

求

職


